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プロジェクトの概要プロジェクトの概要

ＬＮＧ推進系飛行実証プロジェクトは、次世代基幹ロケットのキー技術の有力
な候補であるＬＮＧ推進系の技術を確立すること及びその技術移転などを通じ
てＧＸロケットの開発を支援することを目的として、ＬＮＧ推進系の研究開発を
行い、民間主導で開発される中小型衛星打上げ用のＧＸロケットの第２段を活
用したＬＮＧ推進系の飛行実証を行うものである。ＧＸロケットの概要図をＰ２に
示す。

本プロジェクトに関しては、平成１４年５～６月および１４年１２月～１５年３月に
宇宙開発委員会での事前評価を受けた後、平成１５年度から開発段階に移行
した。

LNG推進系の開発当初の基本形態は、ガス押し式/アブレーション冷却方式と
いうシンプルな構成のLNG（液化天然ガス）エンジンと複合材推薬タンクを採
用したシステムであった。ＬＮＧ推進系の概要図及び諸元をＰ３に示す。

［参考］ 我が国における宇宙開発利用の基本戦略（総合科学技術会議 Ｈ１６．９）より

ＧＸロケットについては、開発計画、官民分担、運用計画、安全性確保の保証につい
て具体化に十分留意しつつ、官はその分担に従い、必要な技術移転などを通じて、開
発を支援する。
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ＧＸロケットの概要ＧＸロケットの概要

○ＧＸロケットは、官民が協力して開発中の
中型ロケット。

○宇宙航空研究開発機構(ＪＡＸＡ)は、
ＧＸロケットの第２段として、ＬＮＧ
（液化天然ガス）※推進系を開発。
※ＬＮＧ（液化天然ガス）は、液体水素燃料より
推進性能は劣るものの、コストや運用面で高い
優位性があり、将来輸送系開発において、
有望な選択肢。

【プロジェクトの概要】 【官民の役割分担】

全長

約４８m
文部科学省／ＪＡＸＡ
２段推進系として、発展性
のあるLNG推進系を開発

民間
・システムインテグレーション
・1993年以来、打上成功率100%の
信頼性の高いアトラスロケットの
１段を活用

経済産業省
ロケット全体の設計開発シス
テム及び制御システムを開発

厚肉タンクステージ
燃焼試験(BFT)

サブスケール

ＬＮＧエンジン

燃焼試験

ＧＸロケットに搭載
されたＬＮＧ推進系
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LNGLNG推進系の概要（開発移行時）推進系の概要（開発移行時）

最大３５３秒燃焼時間

９．８トン有効推進薬量

ＣＦＲＰ
（内面アルミライナ）

推薬タンク材質

２回以上着火回数

７．８ｍ全長

３４５ ±５秒真空中比推力

９６．７ｋＮ真空中推力

３．５混合比

諸元項目

３．３ｍ直径

約２．１トンイナート扱い質量
（※）

アブレーション＋フィルム燃焼室冷却方式

ガス押し式推進薬供給方式

液体酸素／液化天然ガス推進薬

アビオニクス

搭載構造

LOX/LNG(液化天然ガス)
エンジン

GHe気蓄器×3

GN2気蓄器×1前部パネル

RCS後部パネル

複合材極低温推進薬タンク

（酸化剤／燃料各2本計4本）

ガス押し式LNG推進系（開発移行時）概要図及び諸元 （※）推進系乾燥質量＋無効推進薬等
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開発状況の概要開発状況の概要

平成１５年度からの開発において、システム設計を進めたところ、推進系性
能が大幅に低下するとともに質量がGXロケットシステム要求を大幅に超過
することが判明した。また、複合材推薬タンク・ヘリウム気蓄器の開発試験
において複合材内及び複合材/金属ライナ間での剥離が複数回発生し、開
発の見通しが得られなくなった。

このため、平成１６年度から１７年度にかけて、民間側と調整しつつ基本形
態のトレードオフを行い、金属タンク/ブーストポンプ方式を代替形態案とし
て、成立性確認のためのシステム設計及びエンジン燃焼試験を行った。し
かし、平成１７年８月に実施したエンジン燃焼試験において、成立性確認の
ために解決すべき技術課題（エンジン燃焼中の燃焼圧変動及び推力低下）
が発生した。

その後、技術課題に対する原因究明及び対策検討を進め、平成１８年４～
７月に再度エンジン燃焼試験を行い、必要なデータを取得するとともに、対
策の方向性についてまとめた。また、相次ぐ不具合等を受け、今後の開発
を確実に進めるため、開発計画の再点検を行い、システム仕様の見直しを
含む新しい開発計画をまとめているところ。
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開発の経緯開発の経緯

試験内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度 11 12 13 14 15 16 17 18

主要マイルストン

システム設計

【加圧式】
　エンジン燃焼試験
　　要素試作試験（ＢＢＭ）

　　試作試験（ＥＭ）

　　厚肉タンク燃焼試験（ＢＦＴ）

　タンク、気蓄器開発試験
　　複合材推薬タンク

　　ヘリウム気蓄器

【加圧式、ブーストポンプ式共通技術】
　サブスケールエンジン燃焼試験
　（その１）～（その３）

【ブーストポンプ式】
　実機大エンジン燃焼試験

　サブスケールエンジン燃焼試験
　（その４）

ノズル性能評価
（解析妥当性確認）

基本設計システム設計

NASDA内確認会
▲ ▲
SAC審議

SAC再審議
▲

複合材タンク、複合材ヘリウム気蓄器の開
発試験において不具合が複数回発生

複合材不具合対策検討と並行して金
属タンク／ブーストポンプによる代替
策の成立性検討に着手

不具合発生

対策検討・対策品試作 対策検討・評価試験

対策検討・評価試験

実機スケール供試体試験

サブスケール供試体試験

代替策成立性確認成立性に対して解決の
見通しを得るべき以下の主要技術課題を
識別
　・エンジン燃焼中の推力低下
　・エンジン燃焼中の燃焼圧変動

代替策検討

燃焼圧変動の原因究明・
対策検討のためのデー
タを取得

▲
ＪＡＸＡ技術課題評価

新たな開発計画の策定


